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ご 挨 拶

　2017年４月25日に船出した陸前高田グローバルキャンパス
は、お陰様でほぼ順調に航海を続け2年目が経過しました。
この間、年間利用者は初年度の4,600人から5,800人と増加し
ております。少しずつ地元での認知度も上がり、地元高校生
のなかには当キャンパスを「グロバ」と略称している人もい
るようです。本当は「陸前高田グローバルキャンパス」と名
称を決めたとき、「たかたのゆめちゃん」にちなんで「ゆめ
キャン」という愛称も合わせて命名したのですが、残念なが
らこちらがささやかれているのは聞かれません。語呂はずっ
といいと思うのですが、宣伝がまだ足りないようです。
　さて、当キャンパスは開設２年目にあたり、「大学生が絶
え間なく訪れる交流のまち」と「防災・減災をどこよりも深
く学べるまち」の創出への貢献 というふたつの活動指針を
立てました。本報告書は、このような指針に沿って行われた
活動の一部を紹介するものです。当キャンパスの活動内容
が、ふたつの活動指針を具現化しているものかどうか、本書
をご一読の上、ご批判を賜れればと思っております。特に、
キャンパス開設前から2年間続けた大学シンポジウムを衣替
えし、春呼び祭を実施したことは新しい試みでした。ご協力
いただいたゲストの方々はもちろん、地元市民の方にも大き
な応援をいただいたことにあらためて感謝申し上げます。
　３年目にあたる2019年度は、市内に高田松原津波復興祈念
公園が整備され、東日本大震災津波伝承館がオープン予定な
ど、防災を学ぶメッカにふさわしい環境整備も進みます。当
キャンパスも、交流と学びの場としての使命が十分果たせる
ように、知恵を絞って参りますので、引き続き皆様のご支援
をよろしくお願いいたします。

陸前高田グローバル
キャンパス運営機構

機構長

八代　　仁
［岩手大学学長補佐］
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　陸前高田グローバルキャンパス（愛称：たかたのゆめキャンパス、略称：RTGC）は、2017（平
成29）年４月25日にオープンした交流活動拠点で、陸前高田市の支援を受け、岩手大学（盛岡市、
国立大学）と立教大学（東京都豊島区、私立大学）が共同で運営しています。
　建物は旧陸前高田市立米崎中学校の統合・移転に伴う空き校舎で、陸前高田市が国の地方創生加
速化交付金により教室等の改修を行い、その2, 3階部分をRTGCとして管理・運営しています。

　岩手大学は東日本大震災からの復興支援活動で、多くの学生・教職員が陸前高田市を訪れ、ボラ
ンティア活動や地域コミュニティ再生のための支援活動を行ってきました。
　立教大学は2003（平成15）年から陸前高田市矢作町生出地区で夏季の正課外教育プログラム「林
業体験」を開始したことを契機に、様々な市民との交流事業を行っており、東日本大震災以降は学
生・教職員による災害ボランティア活動も行ってきました。
　両大学は、様々な活動を行う中で、より地域に寄り添いながら、教育・研究面でも効果の高い活
動を模索していたところ、陸前高田市からの声掛けを端緒に、2016（平成28）年1月に陸前高田市、
岩手大学、立教大学による相互協力及び連携協定を締結するに至りました。
　協定締結後は、３者による連携推進協議会、その下部組織として連携推進協議会企画運営委員会
を設置し、陸前高田市と両大学の連携による新たな事業について検討を行い、両大学だけでなく陸
前高田市を訪れる全ての大学等の活動拠点となり、また、そこに「たまたま」集まった学生や市民
が交流し、新たな取り組みや価値の生まれる場を作ることが、陸前高田市をはじめとする東日本大
震災で被災した三陸沿岸の復興の加速に繋がるとの考えから、交流活動拠点を設置することとしま
した。
　その後は、交流活動拠点のコンセプトや名称、必要な施設・設備、具体の運営方法などについ
て、1年近くにわたり企画運営委員会で検討を重ね、2017年４月にRTGCを開所しました。

　RTGCの運営は岩手大学と立教大学が設立した「陸前高田グローバルキャンパス運営機構」が行
い、日常の管理は地元NPO法人のP@CTに業務を委託しています。両大学からの会費と陸前高田
市からの補助金のほか、賛助会員による会費や施設利用料等で運営しており、2017年度は4,600名、
2018年度は5,800名を超える方にご来館いただいております。
　今後とも市内外の各種団体等による活動場所の提供のほか、自主事業の企画・実施などを通じ
て、被災地の復興や地域創生のモデルとなるよう、努力してまいります。
　また、研究者による長期レンタルスペースの利用促進、利用者の利便性向上を目的に、設備整備
を行っていきますので、ぜひご利用ください。

1 陸前高田グローバルキャンパスの概要
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陸前高田グローバルキャンパスがめざすもの

①「大学生が絶え間なく訪れる交流のまち」
②「防災・減災をどこよりも深く学べるまち」

事業コンセプト

◆つなぐ
さまざまな主体がつながることのできる場として活用していきます。
とりわけ
　まち（市民）と大学
　大学と大学
　日本と海外
をつなぐことを目指します。

◆つたえる
東日本大震災と、その後の他に類を見ない復興・まちづくりの経験を可視化
し、様々な主体に伝えます。「震災後」だけでなく、このまちの豊かな伝統
や歴史、文化も伝えていきます。

◆つくる
学生や研究者等の大学関係者、市民、陸前高田に関心をもつ「思民」など、
さまざまな主体の交流を、新たな叡智とまちの未来づくり、日本の将来づく
りにつなげていきます。

RTGC運営体制
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　■　立教たかたコミュニティ大学・プレ講座「朗読×文学―〈生きる〉を考える」 ── 2018年５月20日

　立教たかたコミュニティ大学・プレ講座「朗
読×文学―〈生きる〉を考える」をモンティ・ホー
ルにて開催しました。43 名の方々にご参加い
ただきました。
　講座は鈴木英里さん（立教大学校友、東海新
報記者）のやわらかな気仙語をまじえた司会か
ら始まり、堀田紀眞氏（朗読ネットワーク日本
主宰）による朗読に、後藤隆基氏（立教大学兼
任講師）が解説を加えるという形式で進められ
ました。前半は谷川俊太郎の震災後の詩篇を２
つと芥川龍之介の『蜜柑』、後半は会場をラウンジに移して長谷川摂子の『人形の旅立ち』が扱わ
れました。ラウンジでは、来場者同志の交流も深めていただきながら、リラックスして講座に参加
できるよう、お茶菓子と「蜜柑」（本当は手向きオレンジです・・）を用意しました。お茶を汲みあっ
たり、お菓子を回したりしながら、終始なごやかな雰囲気で講座が展開されました。講座中は、目
をつむって耳からの音に集中して朗読される作品の情景を思い浮かべている方がいらっしゃったの
が印象的でした。また、後藤先生の穏やかな語り口調による解説に、参加者は大きくうなづいてい
ました。
　最後に一方的に話を聞くだけでなく双方向のやり取りを生み出し、少しでも交流が深まるように
と質問タイムを設けました。ここでは鈴木英里さんの記者としてのご経験や気仙語、鈴木さんが持
つ場を和ませる雰囲気が冴えわたり、中学校で朗読を始めようとしている国語の先生から朗読をす
るときの心得について質問が出たり、高校生や読み聞かせをされている方から感想が述べられたり
しました。
　文学作品は読んで楽しむだけではなく、耳で体感するという新たな楽しみ方を発見していただく
機会になったと思います。また、文学作品の解釈に正解はなく、自分なりに読み解いて気軽に楽し
んでよいということに気づかせてもらえる、そんな講座となりました。

　▪　岩手大学震災復興に関する学修 ── 2018年６月９日

　６月９日に、教育学部数学教育科基礎ゼミクラスと岩手大学人文社会科学部の基礎ゼミ五味クラ
ス合同で、震災復興に関する学修が実施されました。

　午前中にマルゴト陸前高田の齋藤銀河さ
んに市内をガイドしていただいたあと、グ
ローバルキャンパスに移動、わいわいさん
のお弁当をいただいきました。第２部とな
る午後は震災後市内に住み始めた清水健
太さん（ビデオグラファー・ばばば TV）、
三橋英里奈さん（高田暮舎）、安生亮太さ
ん（あんじょう農園）、山崎風雅さん（高
田暮舎）にそれぞれお話をいただきました。

2 陸前高田グローバルキャンパスでの取り組み
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どの話も日々の生活の面白さ、楽しさ、そして悩み、迷いを飾らず、等身大でかたってくれる、本
当に誠実なお話を聞かせていただきました。
　地元の方も見学に来られ、最後のフリーディスカッションの時間には、共感から涙する学生もいて印象
深い一日となりました。おそらく、１年生のすくなくとも何人かの心には深く響いたことでしょう。
　このまちでいただいたご縁を大事にしながら、大学生だけでなく、地元の方にとってもさらに有
意義な企画を考えていければと考えています。

　▪　第２回陸前高田若手農業者懇談会を開催しました ── 2018年７月11日

　7 月 11 日（水）に，陸前高田若手農業者懇
談会をワークショップルームにて開催いたしま
した。
　この懇談会は，2018 年 3 月 3 日～ 4 日に開
催された，2018 陸前高田グローバルキャンパ
ス・シンポジウムのパネルディスカッション「三
陸の園芸振興に向けて」でパネリストとして登
壇した農家の松田俊一さんの「陸前高田の若手
農業者どうしで協力できるグループがあれば良
い」という提案がきっかけとなって始まった，
いわば RTGC 生まれの懇談会です。
　第 2 回目には農業者 7 名（陸前高田市，大船渡市），ファシリテーター 1 名（NPO 法人いわて連
携復興センター），オブザーバー 3 名（岩手大学三陸復興・地域創生推進機構，三陸復興部門，園
芸振興班）が参加しました。
　第 1 回，第 2 回と若手農業者，特に I ターンや U ターンで陸前高田に移住した農業者が抱える問題，
各人が高田の農業に寄せる思いや夢を語り合い，今後グループを形成して行うべきことが次第に明
らかになってきました。今後は懇談会参加者での研修や勉強会等を企画・実施することを通じて繋
がりを強め，継続して協力し合える農業者グループの構築について共に考えます。

　▪　上海海洋大学サマープログラム学生発表会および修了式 ── 2018年７月14日

　7 月 14 日（土）に上海海洋大学サマープログラム学生発表会および修了式をワークショップルー
ムで行いました。岩手大学は中国の上海海洋大学と学術交流・学生交流協定を締結し、水産分野を
中心とした教育・研究のグローバル化を強化するとともに、交換留学など学生の相互交流を展開し
ていますが、その一環で、2016 年より上海海洋大学サマープログラムを岩手大学で開催しています。
このサマープログラムは、持続可能な水産業について学ぶと共に、日本の水産業について見学研修

を行い、日中大学生間の交流を深めることを目
的としています。
　今回、上海海洋大学から 15 名の学生が来日
し、7 月 4 日から 17 日までの 14 日間、岩手大
学での講義や水産食品工場・魚市場の見学、震
災復興に関する学修、しめさば作り、さつま揚
げ作りなどの体験実習を行いました。実施にあ
たり、NPO 法人国際食育交流促進協会のご協
力をいただきました。
　当日は陸前高田グローバルキャンパス事務室
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の高橋さんの案内で館内見学を行った後、参加学生が 4 グループに分かれ、今回のサマープログラ
ムで学んだこと、感じたこと、日本と中国の比較などのプレゼンテーションを行いました。参加し
た日本人学生も、大変勉強になった、良い刺激を受けたと感想を述べていました。
　修了式では岩手大学三陸水産研究センター長の田中教幸センター長・教授が参加学生に修了証書
を授与しました。その後、交流会を行い、三陸の魚食文化についての説明を受けたり、日本人学生
によるサックスの演奏、中国人留学生の歌の披露などもあり、楽しい時間を過ごしました。

　▪　岩手大学三陸水産研究センター「三陸の海の学びのセミナー」 ── 2018年７月16日

　岩手大学三陸水産研究センターは、平成 30 年 7 月 16 日（月・祝・海の日）に陸前高田グローバ
ルキャンパスで「三陸の海の学びセミナー」を開催しました。
　本セミナーは、三陸海域をフィールドとした
研究調査の取り組み等を地域に還元し、水産業
の復興に資するとともに、海洋・水産に関する
研究機関と地域住民等の相互交流を促進し、多
くの人が海洋・水産研究に触れる機会を提供す
ることを目的にしており、岩手大学三陸水産研
究センター　田中教幸センター長・教授（演題：
岩手大学三陸水産研究センターの挑戦）、東北
大学農学研究科　木島明博教授（演題：三陸
をフィールドとした海洋研究の取り組み　－
東日本大震災による海洋環境・海洋生態系の変化と漁業復興支援－）、国立研究開発法人水産研究・
教育機構増養殖研究所　長谷川夏樹主任研究員（演題：日本人に身近な二枚貝，アサリとマガキ　
～天然採苗と垂下養殖を活かす～）の 3 名にご講演いただきました。漁業関係者など 40 名ほどが
参加し、予定終了時刻をオーバーしてしまうほど積極的な意見交換が行われました。
　参加者からは研究者の発表を元に、陸上養殖の可能性、ウニの身入り向上のための対策、牡蠣の
地場採苗やノロウィルス対策などの意見交換が行われ、発表した研究者と今後連携してみたいとい
う漁業者も出てきました。

　■　2018年度立教たかたコミュニティ大学
　　　第１回「記憶の継承について考える―原爆体験の継承の現場から」 ── 2018年7月29日

　2018 年度立教たかたコミュニティ大学第 1 回、立教大学社会学部の小倉康嗣先生による「記憶
の継承について考える――原爆体験の継承の現場から」を開催しました。
　今回は立教大学に通う大学生・大学院生 11 名も講座に参加いたしました。前半は、小倉先生か

ら広島の高校生が被爆者と対話を重ね原爆の絵
を描く取り組みについて紹介されました。後半
は参加してくださった地元の皆さまと立教生、
合計 30 名が 6 人 1 グループの小グループに分
かれ、グループごとに自由に意見を交わし、最
後に各グループで話したことを全体で共有しま
した。
　震災経験を語り継ぐ活動をされている方にも
多くご参加いただき、どのグループも活発に意
見が交わされ、17 時で一度講座を閉じたのち
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も、そのまま話を続けるグループが多く見られました。震災を経験された当事者の方と立教生との
間で対話が重ねられることで、「新たな意味を積み重ねていく」（小倉先生の言葉）「場」が開かれ
ていたように思いました。
　今回参加した立教生は小倉先生のゼミナールに所属する学生や復興支援活動にかかわっている学
生たちで、講座前日に陸前高田に入り、地元の方からお話を伺ったり、まちの様子をみて回ったり、
夜には「チャオチャオ陸前高田道中踊り」を見学したりすることで、陸前高田市の現在の様子を肌
で感じながら、コミュニティ大学当日に備えました。コミュニティ大学終了後には、予想していた
以上の多くのものを地元の方からいただいたと話していました。
　また、参加してくださった地元の方の中には、グループワークで知り合った学生たちを連れて、
翌日にまちや職場を案内してくださった方もいらっしゃいました。
　今回のコミュニティ大学は「市民の皆さま向けのプログラム」であることに加え、立教生が地元
の皆さまと共に参加させていただくことで地元の皆さまから学ばせていただく場となり、小倉先生
ご自身も「記憶の継承」というテーマを、被災を経験された方々に語りかけ、対話することで深め
る機会にしていただくことができ、コミュニティ大学の新たな可能性が引き出された回となりまし
た。ご参加くださった地元の皆さま、本当にありがとうございました。

　▪　陸前高田市国際交流協会「キッズサマースクール in けせん」 ── 2018年８月１日～４日

　気仙地区の子どもたちを対象にした
「キッズサマースクール in けせん」が、平
成 30 年 8 月 1 日（水）～ 4 日（土）の 4 日間、
陸前高田グローバルキャンパスで開催され
ました。この事業は陸前高田市・大船渡市・
住田町が連携して取り組んでいるもので、
初期の事業を含めると今年で 6 回目を数え
ます。
　米国・アーカンソー州立アーカンソー
テック大学の教授・学生たちを講師に迎え、
気仙各地から 102 名の子どもたちが、学年
に応じた 5 クラスに分かれて、5 分野（英
会話、音楽とダンス、工作、STEM ※アクティビティ、アメリカンゲーム）のカリキュラムを体
験しました。今回新たに実施された「STEM アクティビティ」では、アルミ箔でつくったボート
を水槽に浮かべておはじきの数を競う授業等が行われ、子どもたちはボートの形や厚み等を工夫し、
何度も水槽に浮かべる姿が見られました。
　子どもたちは 5 分野のカリキュラムを体験しながら、生きた英語に触れ、先生や参加者と交流を
図り、陸前高田に居ながらグローバルな感覚を身につける 4 日間となりました。
　なお、当日の様子は facebook でもご覧になれます。キッズサマースクール in けせん ファンサイト
　※ STEM は、Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、Mathematics（数学）

を意味します。

　▪　立教大学学生団体Frontiersによる復興支援活動「唐桑ツアー」 ── 2018年８月５日〜８日

　2018 年 8 月 5 日（日）〜 8 日（水）の 4 日間、立教大学復興支援団体「Frontiers」による復興
支援活動「唐桑ツアー」を実施し、同団体所属の学生 13 名、教職員 2 名の計 15 名が参加しました。
本活動は、宮城県気仙沼市唐桑地区および岩手県陸前高田市を拠点に、地域住民との交流や復興状

陸前高田グローバルキャンパス2018年度報告書8



況の視察を通して、被災地の ” いま ” を身
をもって体感することを目的としており、
2011 年から毎年、現在は年 2 回実施して
います。
　1 日目は気仙沼市内のリアスアーク美術
館にて、震災当時の状況を写真から読み
取ったのち、気仙沼みなとまつりを見学し
ました。
　2 日目は唐桑町内において、地元のツ
アーガイドの方に地域の観光資源を案内し
ていただいたほか、震災後に学生やボラン
ティアの集う場所となった「安吾庵」にて、

震災当時のお話や人生観について伺いました。
　3 日目からは陸前高田市に移動して、けんか七夕まつりを見学し、ボランティアとしてゴミ拾い
などのお手伝いをさせていただきました。
　4 日目は、陸前高田市内の復興状況を高台などから見学したほか、津波の直撃を受けながらも奇
跡的に残った「米沢ビル」にて、震災当時のお話を伺い、改めて津波の恐ろしさを実感しました。
　すべての行程を終えたのち、「陸前高田グローバルキャンパス」にて活動の振り返りを行いました。
ここでは、本活動で学んだことや感じたこと、各々が抱くこの地域への想いなどを共有し、このツ
アーを締めくくりました。
　本活動を通して、改めて震災が残した爪痕の大きさを痛感したとともに、お世話になった地元の
方々とのつながりの大切さを実感しました。今回だけに限らず、今後ともこの活動を続けていくこ
とで、この地域との関わりを大切にしていけたらと切に願っています。

　▪　岩手大学シニアカレッジ2018 ── 2018年９月16日～17日

　岩手大学が主催する「岩手大学シニアカ
レッジ」が、9 月 16 日（日）～ 17 日（月・
祝）の 2 日間、陸前高田グローバルキャン
パスで開催されました。この事業は、全国
のシニア層を対象とした滞在型生涯学習事
業で、今回が 12 回目の開催です。受講者は、
関東を中心に関西、遠くは九州、島根から
も参加いただきました。
　当日は、戸羽市長の講義を始めとする 4
つの講義を受け、最後は、フィールドワー
クとして復興最前線ツアーを行いました。
復興最前線ツアーでは、新設された防潮堤
に登り、岩手県担当者から説明を受けるなど、復興から未来に向けた取り組みを学ぶことができま
した。

　▪　岩手大学の集中講義「ボランティアとリーダーシップ」 ── 2018年９月18日～19日

　岩手大学の集中講義「ボランティアとリーダーシップ」は 2018 年 9 月 18 日（火）、19 日（水）
に陸前高田グローバルキャンパスを拠点として実施されました。
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　本授業は岩手大学理工学部先端理工学特別
プログラムの履修生のために開講されたクラ
スで、英語でのリーダーシップ講義とボラン
ティア実習を行いました。リーダーシップの
授業は、英語で行われ、リーダーシップの概
念、種類、リーダーの必要な資質、グローバ
ルリーダーになるための行動などを学びまし
た。また、ボランティア実習として、米崎小
学校での「おもしろ理科実験」が実施されま
した。市内の子供たちとの交流が活発に行わ
れました。

　▪　立教大学・スタンフォード大学・香港大学の学生によるフィールドワーク ── 2018年９月７日～11日

　立教大学「陸前高田プロジェクト」は、立教大学と海外の大学の学生が合同で陸前高田市におい
てフィールドワーク（4 泊 5 日）を行い、与えられた課題に取り組む課題基盤学習型（Project-based 
Learning）プログラムで、2015 年から立教大学の正課科目として実施しています。
　9 月 7 日～ 9 月 11 日に陸前高田グローバルキャンパスを活動の拠点とし、14 名の立教大学生に
加え、2015 年度から継続して共同参加しているスタンフォード大学（アメリカ）から 6 名、本年
度から新たに香港大学（香港）から 2 名の学生が参加しました。今年度は、一般社団法人マルゴト
陸前高田が行う市からの委託事業を通じ「陸前高田市の魅力を伝えるコンテンツを作成し発信する」 
という課題に取り組みました。
　メンバーは大学混合の 4 チームに分かれ、うち 1 つのチームはお世話になった陸前高田の方々
との交流会を企画実施、3 チームはマルゴト陸前高田の提供する外国人向け体験コンテンツに
対し現地研修での実際の体験に基づく内容改良提案、フォトエッセイ等による魅力発信コンテ
ンツの作成を行いました。9 月 10 日には、モ
ンティ・ホールで戸羽市長、村上陸前高田市
参与、マルゴト陸前高田の方々に成果物のア
イディアを発表する機会をいただきました。
　陸前高田市滞在中は民泊やふるさとビジット
で市民の方のお宅に訪問させていただいたり、
多くの方々から貴重なお話をうかがったりする
ことができ、参加者ひとりひとりにとって大変
印象深い時間となりました。どの学生もこの体
験を一人でも多くの人と共有したいとの感想を
持っていました。

　▪　立教大学井川・田北ゼミ合宿2018 in 陸前高田 ── 2018年９月13日～15日

　立教大学社会学部メディア社会学科の井川充雄／田北康成ゼミの 3、4 年生 29 名は、9 月 13 日
〜 15 日の２泊３日で陸前高田市を訪れ、陸前高田グローバルキャンパスでゼミ発表を行ったほか、
同市内で震災復興に関する学修を行ないました。
　陸前高田市に到着し、グローバルキャンパスに移動してモンティ・ホールにて３年生のゼミ発表、
４年生の卒業論文中間報告を行いました。2 日目には、前日からの報告会に続いて、一般社団法人
マルゴト陸前高田の復興最前線ツアーに参加し、“ 復興 ” とは何を指すことなのかを深く考えるきっ
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かけになりました。震災遺構では誰一人として
犠牲者が出ていないことを聞き、震災を記憶と
して残す力強いメッセージ性とともに、復興を
目指す生存の証としての希望をも強く感じ取り
ました。ツアーに参加した学生からは、「ガイ
ドの方の『どこまでが復興なのかわからない』
という言葉が深く印象に残った」「自分の目で
みて、自然災害の恐ろしさを実感した」「現場
に行くことで初めて実感できることがたくさん
あった」「まだ復興途中であることを、常に行
き交うダンプカーや、広い更地を見て感じた」という声が上がっていました。また、テレビという
画面の枠には映されていない現実を目の当たりにし、今後の課題に真剣に向き合っていかなければ
いけないと再確認しました。
　震災の経験は夕食で訪れた飲食店の方々からも聞くことができました。初日には、震災で被災し、
震災後は仮設で営業をしてきた陸前高田で唯一の鮨屋、「鶴亀鮨」にお邪魔しました。旬の地魚を
堪能し、美味しいお寿司を頬張った後は、語り部としても活動している店主の阿部和明さんから東
日本大震災の話を聞きました。震災当時の状況や、実体験を通して感じたことなど、臨場感あふれ
る貴重な話に皆真剣な表情で前のめりになって聞いていました。二日目の夕食で訪れた高田大隅つ
どいの丘商店街にある居酒屋「わいわい」を経営する太田明成さんからも、仮設での今後の営業の
問題など、さまざまな話を聞きました。震災当時だけでなく、震災後に立ちはだかった大きな壁、
生き抜くための壮絶な記録は、私たちの想像をはるかに超えていました。現場の様子を経験した方
から直接聞けたことは、私たちにとって大きな財産になったと思います。
　この経験で学び得たことを、周りの人に共有したりすることが実際に陸前高田に訪れた意味なの
ではないか、という感想も挙げられ、今後の活動に活かしていきたいと考えています。

　（社会学部メディア社会学科３年　岡崎美玖）

　▪　立教たかたコミュニティ大学第2回「正多角形を菱形で埋め尽くす！」 ── 2018年11月４日

　立教たかたコミュニティ大学第 2 回、立教大学理学部の青木昇教授、杉山健一教授による講座「正
多角形を菱形で埋め尽くす！」を開催しました。
　講座には 17 名程の方にご参加いただきました。講座の前半は青木先生が担当し、正多角形でも
平面を埋め尽くせるものも、そうでないものもあります…といったお話しから、高校生が発見した
定理、無理数をめぐるピタゴラスの悲劇（喜劇！）など、普段なかなか考えることのない数学の世
界を垣間見ることが出来ました。また、実は身近なものの中に数学が隠されていることが見えてき
ました。

　後半の杉山先生からは、正 12 角形をあるルー
ルに従ってひし形に塗りつぶしていくという課
題が出されました。参加者の方は立教大学の大
学院生のサポートを受けながら熱心に塗りつぶ
していきました。取材にいらしていた記者さん
や本学のスタッフまで熱心に塗りつぶしてい
て、圧巻の光景でした。
　帰りがけ、参加者のおひとりが、普段は使わ
ない頭の部分を使ったとおっしゃっていました
が、その言葉通り、数学を使って、普段考えな
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いようなことを考え、やらないようなことを実践する講座となりました。
　なお、講師やサポートの大学院生は前日に震災遺構を視察し、地元の方のお話しを伺いながらお
寺や気仙大工といった地元の文化に触れることが出来ました。お話を聴かせてくださった皆さま、
ありがとうございました。

　▪　岩手大学防災危機管理ミニフォーラム ── 2018年11月11日

　UNDP（国連開発計画）の総裁補（危機局長）
である岡井朝子氏を講師としてお迎えして、陸
前高田グローバルキャンパス事業岩手大学推進
室が主催する防災危機管理ミニフォーラムが
11 月 11 日（日）に開催され、市内を中心に 30
名の方にご参加いただきました。
　フォーラムでは、極度の貧困の根絶、不平等の
是正、持続可能な開発目標（SDGs）達成に向け
た取組み等、UNDP の活動を紹介いただき、また、
来場者の方との熱心な意見交換が行われました。

　■　陸前高田グローバルキャンパス事業
　　　−産金のはじまり気仙と黄金文化平泉− ── 2018年11月18日

　11 月 18 日（日）に「2018 陸前高田グローバ
ルキャンパス事業 ―産金のはじまり気仙と黄
金文化平泉―」と題して、講演会を開催しまし
た。
　宇佐美公生平泉文化研究センター長による挨
拶の後、八木光則氏（平泉文化研究センター客
員教授）から「気仙の古代」、曳地隆元氏（陸
前高田市教育委員会学芸員）から「気仙地方の
産金遺跡と平泉」、伊藤博幸氏（平泉文化研究
センター客員教授）から「平泉の黄金文化」と
題した講演が行われました。
　講演会には、地元の歴史愛好家を中心に、県内各地から 30 名ほどが参加し、陸前高田市における産
金の歴史と平泉の黄金文化との関係について、関心の高さが窺えました。

　▪　立教大学職員研修「陸前高田に赴く」 ── 2018年11月22日～24日

　本研修は立教大学の入職 2 年目の職員を対象に実施しているもので、研修のテーマである「立教
を知る」を根底として、本学の基本理念である「共にいきる」ということを学ぶのとともに、陸前
高田市に生きる方々の仕事への向き合い方や生き方に触れることで、職員として立教でどのように
働いていくのかについて考えることを目的としています。今年度は新卒2年目の3名が参加しました。
　初日は、マルゴト陸前高田提供の復興最前線ツアーで防潮堤に登り、広田湾と復興祈念公園整備
の様子を見学したあと、一本松や気仙中などの震災遺構も見学しました。その後、コミュニティホー
ルの会議室で戸羽市長から立教と高田のつながり、市の政策、街づくりの現状・課題などについて
お話しをいただき、「生きていると不平・不満はつのるもの、でも当たり前であることが一番幸せ。
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自分が好きな仕事ができていることに感謝しな
がら頑張ってください」というメッセージを頂
戴しました。夜は立教大学が震災前から実施し
ている「林業体験プログラム」でも受け入れて
いただいている、小出地区の炭の家に宿泊しま
した。
　２日目午前中は、語り部の米沢祐一さんにお
願いし、米沢商会ビルでお話しを伺いました。
朝には小雪も舞う寒さで、強い寒風も受けなが
ら震災当日を追体験することができました。震
災時の生々しい体験談と命を守るための教訓に全員が真剣に耳を傾けていました。午後は、東海新
報社の記者で本学校友でもある鈴木英里さんに RTGC のラウンジでご講話をいただきました。ご
自身の経歴や職歴をご紹介いただきながら、仕事をするうえで大切にしていること、誰のために仕
事をしているのかを自問しつづけながら日々働いていることなどについてお話しを頂きました。仕
事で悩んだり迷ったときには ｢PRO DEO ET PATRIA｣ に立ち返っているというお話しに、みな
が感銘を受けました。その後、米崎町のご家庭での民泊も体験しました。民泊先でも牡蠣などを沢
山ご馳走になりながら震災時のお話しを伺ったり、これからの市のあり方についての意見交換をし、
充実した交流の時間を過ごしました。
　最終日は、渡辺鉦悦さんと佐藤善治郎さんのコーディネートで高田市内を見学しました。まず
RTGC で震災や被災状況について学んだ後に、鳴石団地や今泉の高台から市内を鳥瞰しました。初
日に市長からお話しを伺いましたが、これからの町づくりの方針や市の福祉政策などに対する一市
民としてのご意見や問題提起などもあり、陸前高田市の現状とこれからをより深く理解し、考える
時間になりました。その後、RTGC で３日間のふりかえりを行い帰路につきました。
　限られた時間でしたが、色々な背景や立場をもった方々からお話しを伺い、また、実際に体験・
体感したことで、それぞれに新たな想いを抱き、職員としての働き方について深く考える機会とな
りました。ご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。

　■　立教たかたコミュニティ大学
　　　第3回「パラスポーツ　ゴールボール体験～音の世界を体験しよう」 ── 2018年12月16日

　今回の講師は立教大学卒業生でゴールボールロンドンパラ五輪金メダリストの若杉遥さんと元
ゴールボール全日本女子チームコーチ・江黑直樹さんです。20 代から 80 代までの 18 名の方にご
参加いただき、目が見えない方も目が見える方も一緒になってゴールボールを体験しました。
　まずは江黒さんが若杉さんにインタビューをする形式で、若杉さんが生まれてからゴールボール
に出合い、選手として活躍するまでのお話しを伺いました。

　続いて、江黒さんからゴールボールについて
説明がありました。ゴールボールには「ハイボー
ル」という名称の反則があるのですが、江黒さ
んは、その名称をあてるクイズを出し、ヒント
として来場者に「夜、何を飲みますか？」と問
いかけるなど、ときに笑いを交えながら説明を
進めていきました。
　いよいよゴールボール体験開始！
　ゴールボールは、スキーのゴーグルのような
アイシェードをつけて視覚がない状態となり、
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バレーボールより 2 周りほど大きく、中に鈴が入った固いボールを使用して行ないます。1 チーム
3 人で、向こうサイドにある相手チームのゴールに向かってボールを投げ、相手チームは鈴の音や仲
間の声をたよりにゴールを守る、これを交互に行い、多くゴールを決めたチームが勝ちになります。
　まず、3 人 1 組となり、パス練習をしました。アイシェードをつけ、チームメイトの名前を呼
び返事を聞いて相手の位置を確認してパスを出し、相手はボールの中の鈴の音を聞いてボールを
キャッチします。
　続いて、タコ糸の上にラインテープをひいたコートに入り、相手チームに向けてボールを投げ、
相手チームはそのボールを止める練習をしました。コート内では、タコ糸に手や足でふれて自分の
位置を確認します。参加者は時間が経つにつれて目に見えて上達。ナイスプレーに拍手がわいたり、
珍プレーに笑いが起こったり。
　最後は、若杉さんへのチャレンジタイム。参加者が投げたボールを若杉さんがキャッチ。若杉さ
んは 1 人でゴールを守り切りました。
　視覚を使わない、新感覚のスポーツ。大好評のうちに終了しました！！

　■　立教大学学生によるクリスマス会
　　　～みんなでわいわいクリスマス　集まれ未来のサンタさん～ ── 2018年12月23日

　2018 年 12 月 23 日（日）、立教大学の学生による復興支援団体 Frontiers （池袋キャンパス）、
Three-S （新座キャンパス）が、地元の子ども向けにクリスマス会を開催しました。同大学の学生
によるグローバルキャンパスでのクリスマス会は昨年に続き２回目の開催でした。当日は 14 人の
学生スタッフや同大学職員の方・グローバルキャンパスの職員の方・陸前高田市教育委員会の方な
どが運営を行い、16 人の子ども達と会場を盛り上げました。参加を事前申込制にしたため昨年よ
りも参加した子どもの数は減少したものの、子どもたち 1 人 1 人と密な時間を過ごせたと思ってい
ます。
　このイベントの企画にあたっては 9 月から話し合いを重ね、昨年のコンセプトが「サンタをさが
せ！」だったことを踏まえ、今年は「サンタになろう！」がコンセプトとなりました。続編のよう
なイメージです。このコンセプトのもと、グローバルキャンパスの 2 階と 3 階を使い、教室内グッ
ズ探しやピンポン玉運びなど多くのミニゲームを用意しました。しかし小学生の子どもたちにはや
や簡単すぎたようで、一瞬でクリアをしてしまう子どもが続出。子どもたちの力に驚かされました。
また、このほか昨年の内容を踏襲したものとして、松ぼっくり飾りづくりやお菓子パーティ、クリ
スマスカード交換会、ビンゴ大会も開催しました。特に立教大学が用意したビンゴの景品はとても
好評で、子どもたちの間で熱い闘いが繰り広げられていました。
今回は、昨年に続き 2 回目の開催であったことや、子どもの数が多すぎなかったこともあって目立っ

たトラブルもなくクリスマス会を催行す
ることができました。子どもたちは皆楽
しんでくれたようで、中には帰り際に「遊
んでくれてありがとう」と言ってくれた
子もいて、今年も開催してとても良かっ
たと思っています。学生にとっても、子
どもたちとの交流を通してより陸前高田
に愛着を持てる良い機会でした。お互い
有意義な時間が過ごせていれば幸いで
す。今後も陸前高田の方々を笑顔にでき
るような企画を行っていきたいと思いま
すので、どうぞよろしくお願いします。
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　▪「陸上養殖に関する勉強会」 ── 2018年12月24日

　岩手大学三陸水産研究センターは、陸前高田
グローバルキャンパスにおいて、「陸上養殖に
関する勉強会」を平成 30 年 12 月 24 日（木）
に開催しました。
　勉強会は、海面での生産量が低迷している状
況の中、気象や環境に左右されずに運用でき、
被災地復興の切り札として考えられる陸上養殖
について、すでに先進的に実践している専門家
をお呼びして、陸前高田市での事業化の可能性
について産官学間で意見交換することを目的と
して開催しました。
　まず、講師として合同会社シーベジタブルの友廣裕一氏から「海藻陸上養殖事業の紹介」として
高知県で行っている養殖事例の特許技術及び障害者雇用の取組みなどについて情報提供してもら
い、その後、三陸水産研究センター田中教幸センター長・教授から「陸前高田水産養殖リサーチ・
ビジネスパーク（陸高養殖 R&B）構想（私案））を基にして意見交換を行いました。
　東日本大震災で浸水した陸前高田市の防潮堤背後地等を活用し、清浄な地下海水を利用した水産
養殖関連企業・研究開発機関の集積地を整備して、三陸地域の水産業を牽引するイノベーション拠
点を創造するための産官学連携した今度の取組策に対する活発な意見交換が行われました。

　■　2018年度立教たかたコミュニティ大学第４回 
　　　国谷裕子氏講演「新しいモノサシSDGsで世界、地域を考えよう」 ── 2019年２月23日

　2 月 23 日（土）、岩手県陸前高田市コミュニ
ティホールにて、キャスターの国谷裕子氏を講
師として招き、「新しいモノサシ SDGs で世界、
地域を考えよう」講座を開催しました。
　本講座は、陸前高田グローバルキャンパスの
開設を記念して、立教大学が主催する市民向け
のプログラム「2018 年度立教たかたコミュニ
ティ大学」の第 4 回講座として開催。戸羽太陸
前高田市長による開会の挨拶の後 、司会・進
行を務める松山真立教大学陸前高田サテライト

副サテライト長より、今回のプログラム説明と講師紹介がなされ、満席の会場からの盛大な拍手に
迎えられて国谷氏が登場しました。
　国谷氏は、キャスターとして担当された番組を通して SDGs（Sustainable Development Goals：
持続可能な開発目標）が大切なモノサシであることを説明した後、PowerPoint を使用して、約 1
時間半にわたる熱い講演を行いました。
　会場には一般市民の方々を中心に、陸前高田市役所の関係者や、次世代を担う地元の高田高等学
校の生徒も大勢詰めかけました。
　国谷氏は、高校生たちに向かって「SDGs を道具にして、『このような世界にしたい』『このよう
な産業があるとよいね』と大人に言えるようになって欲しい。面白いという気持ちをもって取り組
んでほしい」と語りかけ、講演の中で何度も「SDGs を『自分事（じぶんごと）』にして捉え、自
分は何が出来るのか考えてアクションを起こしてほしい」と力強く語りました。
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　会場の方々は、国谷氏の配布資料にメモを取りながら熱心に耳を傾け、予定されていた講演時間
はあっという間に過ぎていきました。
　閉会の挨拶では、池上岳彦立教大学陸前高田サテライト長が「講演を聞いて終わりではなく、自
分の進路を考えるきっかけにもして欲しい」と会場の高校生たちに対して期待を語りました。
　立教たかたコミュニティ大学は 2019 年度も開講されます。今後のプログラムにもご期待ください。

　▪　陸前高田グローバルキャンパス春呼び祭 ── 2019年３月16日～17日

　2019 年 3 月 16 日、17 日の両日、全国の大学生、大学関係者、そして陸前高田を中心としたが市
民が集い、「陸前高田グローバルキャンパス春呼び祭」を実施いたしました。この春呼び祭は、震
災後８年が経過する中、市民と大学生・大学関係者の交流が深まる場とすること、そしてイベント
後も継続するような関係が作られる場とすることを目指して実施されたものです。
　当日は、立教大学、岩手大学、青山学院大学、東北大学、岩手県立大学、若興人の家、そのほか、
全国から 100 名以上の大学生が参加。また市民の方々も 100 名に近い方々が企画に参加・協力して
くださった他、前夜祭も含めた三日間でのべ 800 ～ 900 名程度の来場者がありました。
　大学生、地元の方々、そして各会のプロの方々も含め、歌やピアノ、フラダンス、よさこい、ア
カペラ、トークライブ、アイドル、といった数々のステージ、ワークショップや寄席、絵画展、写
真展、こどもの遊び場、研究会、報告会といった館内の企画、そして地元の牡蠣や農産物、お菓子
と大学生による飲食物販ブース、等々、本当に多彩なプログラムで、交流と刺激と高揚感にあふれ
た二日間となり、また、好天にもめぐまれ、まさにみんなで春を呼ぶ、そんなイベントになったと
思います。
　イベント終了後、市民の方々、そして参加した大学生の多くから、「来年もぜひ続けてほしい」「来
年も絶対参加する」という声が上がりました。この機会にうまれたつながりと言葉と気持ちを将来
につなげていければと思います。
　ご参加、協力、そして来場いただいたみなさま、本当にありがとうございました。
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ⅰ）利用者数

　　■　利用区分ごと

3 陸前高田グローバルキャンパス　利用状況等

利　用　区　分 利 用 者 数 利 用 件 数

立教大、岩手大、陸前高田市 3,357 102

市民、市民団体 1,272 174

一般 1,187 81

賛助会員 21 1

計 5,837 358

　　■　月別利用者数

年　/　月 利　用　者　数 利　用　件　数

2018/ 4 150 19

2018/ 5 263 28

2018/ 6 428 25

2018/ 7 445 33

2018/ 8 1,116 43

2018/ 9 665 46

2018/10 187 17

2018/11 404 36

2018/12 424 33

2019/ 1 192 22

2019/ 2 221 31

2019/ 3 1,342 25

計 5,837 358

17



ⅱ）陸前高田グローバルキャンパスで行われた活動一覧

　　下記の活動内容はRTGCホームページ（https://rtgc.jp/）でご覧になれます。

　このほかにも様々な団体等による活動が行われていますので、RTGCホームページ（https://rtgc.jp/）
でご確認ください。

実　施　日 活　　　　動　　　　名

2018年5月20日 立教たかたコミュニティ大学・プレ講座
「朗読×文学―〈生きる〉を考える」

2018年6月9日 岩手大学震災復興に関する学修

2018年7月11日 第2回陸前高田若手農業者懇談会

2018年7月14日 上海海洋大学サマープログラム学生発表会および修了式

2018年7月16日 岩手大学三陸水産研究センター「三陸の海の学びのセミナー」

2018年7月29日 2018年度立教たかたコミュニティ大学
第1回「記憶の継承について考える―原爆体験の継承の現場から」

2018年8月1日～4日 陸前高田市国際交流協会「キッズサマースクール in けせん」

2018年8月5日～8日 立教大学学生団体Frontiersによる復興支援活動「唐桑ツアー」

2018年9月16日～17日 岩手大学シニアカレッジ2018

2018年9月18日～19日 岩手大学の集中講義「ボランティアとリーダーシップ」

2018年9月7日～11日 立教大学・スタンフォード大学・香港大学の学生によるフィールドワーク

2018年9月13日～15日 立教大学井川・田北ゼミ合宿2018 in陸前高田

2018年11月4日 立教たかたコミュニティ大学
第2回「正多角形を菱形で埋め尽くす！」

2018年11月11日 岩手大学防災危機管理ミニフォーラム

2018年11月18日 陸前高田グローバルキャンパス事業 
－産金のはじまり気仙と黄金文化平泉－

2018年11月22日～24日 立教大学職員研修「陸前高田に赴く」

2018年12月16日 立教たかたコミュニティ大学
第3回「パラスポーツ　ゴールボール体験～音の世界を体験しよう」

2018年12月23日 立教大学学生によるクリスマス会
～みんなでわいわいクリスマス　集まれ未来のサンタさん～

2018年12月24日 「陸上養殖に関する勉強会」

2019年2月23日 2018年度立教たかたコミュニティ大学第4回 
国谷裕子氏講演「新しいモノサシSDGsで世界、地域を考えよう」

2019年3月16日～17日 陸前高田グローバルキャンパス春呼び祭
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■　岩手県陸前高田市、岩手大学、立教大学連携推進協議会

■　岩手県陸前高田市、岩手大学、立教大学連携推進協議会企画運営委員会

陸前高田グローバルキャンパス関連組織の構成

役　　職　　等 氏　　名

岩手大学副学長 八　代　　　仁

立教大学統括副総長 池　上　岳　彦

立教大学コミュニティ福祉学部教授 松　山　　　真

立教大学社会連携教育課課長 佐　藤　一　宏

立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科教授 長　坂　俊　成

岩手大学学長特別補佐 村　上　　　清

岩手大学人文社会科学部教授 五　味　壮　平

岩手大学 COC 推進室客員教授 井　上　博　夫

岩手大学地域連携・COC 推進課課長 濵　田　秀　樹

陸前高田市企画部部長 佐　藤　伯　一

陸前高田市企画部企画政策課課長補佐 黒　澤　裕　昭

資　料

役　　職　　等 氏　　名

陸前高田市長 戸　羽　　　太

岩手大学長 岩　渕　　　明

立教大学総長 郭　　　洋　春

岩手大学副学長 八　代　　　仁

立教大学統括副総長 池　上　岳　彦
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役　　職　　等 氏　　名

岩手大学副学長 八　代　　　仁

立教大学統括副総長 池　上　岳　彦

岩手大学人文社会科学部教授 五　味　壮　平

立教大学コミュニティ福祉学部教授 松　山　　　真

岩手大学学長特別補佐 村　上　　　清

立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科教授 長　坂　俊　成

岩手大学地域連携・COC 推進課課長 濵　田　秀　樹

立教大学社会連携教育課課長 佐　藤　一　宏

岩手大学 COC 推進室客員教授 井　上　博　夫

■　陸前高田グローバルキャンパス運営機構　役員会
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■　館内図

陸前高田グローバルキャンパス館内図及び設備

３階３階３階

上上
下 下 ワークショップ

ボ 下 下 ワ クショップ
ルーム

シェアラボ
和室1 多目的室1 多目的室2 和室2 ル ム和室1 多目的室1 多目的室2 和室2

トイレ トイレトイレ
女

トイレ
男給湯 シャワー シャワー

２階
給湯
室

シャワ
女

シャワ
男２階

下 上 下 上 モンティ・下 上 下 上 モンティ・
ホール会議室 研究室 会議室 研究室

資料展示室 ラウ ジ 事務室 講義室 ホール会議室
1

研究室
1

会議室
2

研究室
2資料展示室 ラウンジ 事務室 講義室

１階１階

通
調理室

通
上 上

通
用

調理室
通
用 上 上用

口
用
口

玄関
口口

玄関

渡

駐車場
渡
り
廊

立入禁止区域駐車場 廊
下下

■　館内設備
⃝館内
　無料 Wi-Fi

⃝ラウンジ
自動販売機、コインコピー機、大型テレビ、ブルーレイディスクレコーダー、マッサージ
チェア

⃝モンティ・ホール
　プロジェクタ、スクリーン、マイクアンプ（無線マイク2本付）、演台、マイクスタンド

⃝貸出物品（RTGC 利用者のみ利用可、無料）
　プロジェクタ、スクリーン、マイクアンプ（無線マイク2本付）、掲示用パネル、電動自転車

　各部屋の様子はRTGCホームページ（https://rtgc.jp/）に掲載しておりますので、ぜひご覧
ください。

21



■　陸前高田市内在住の方／団体（参加費等を徴収して利用する場合）および一般の方

■　陸前高田市内在住の方／団体（参加費等を徴収しないで利用する場合）および賛助会員の方

陸前高田グローバルキャンパス利用料金表

区　分
室　名

午前
9:00～13:00

午後
13:00～17:00

夜間
17:00～21:00

終日
9:00～21:00

モンティ・ホール 1,300 1,800 1,500 4,600

会議室 1 400 500 500 1,400

会議室 2 500 600 600 1,700

多目的室 1・2 800 1,000 900 2,700

ワークショップルーム 900 1,200 1,100 3,200

和室 1・2 800 1,000 900 2,700

講義室 800 1,000 900 2,700

区　分
室　名

午前
9:00～13:00

午後
13:00～17:00

夜間
17:00～21:00

終日
9:00～21:00

モンティ・ホール 700 900 800 2,400

会議室 1 200 300 300 800

会議室 2 300 300 300 900

多目的室 1・2 400 500 500 1,400

ワークショップルーム 500 600 600 1,700

和室 1・2 400 500 500 1,400

講義室 400 500 500 1,400

　利用申込方法や賛助会員の申込方法は RTGC ホームページ（https://rtgc.jp/）に掲載しており
ますので、ぜひご覧ください。
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■　陸前高田グローバルキャンパス・リーフレット（2018/7版）
　　https://rtgc.jp/wp-content/uploads/2018/07/cff dcf70e9e56345f823fadcd03d63a3.pdf

■　Rikuzentakata Global Campus Leafl et (English ver.) (2017/1版）
　　https://rtgc.jp/wp-content/uploads/2017/04/9fb26be7341cad0e64c88eabf3b0fc07-1.pdf

■　陸前高田グローバルキャンパス利用案内（2019/4/1版）
　　https://rtgc.jp/wp-content/uploads/2019/01/fc1bb24069ccd0e6697069292201cf7f.pdf

■　陸前高田グローバルキャンパス　大学シンポジウム2018　要旨集
　　https://rtgc.jp/wp-content/uploads/2018/03/c7d5497549649af22aba7de7eae216ca.pdf

■　陸前高田グローバルキャンパス　2017年度報告書（2018/12版）
　　https://rtgc.jp/wp-content/uploads/2019/02/6003cd3646199d36226a77145aeecce5.pdf

■　立教大学陸前高田サテライト webサイト
　　https://spirit.rikkyo.ac.jp/rikutaka/SitePages/index.aspx

　RTGCホームページ（https://rtgc.jp/）の「ダウンロード（刊行物・様式等）」には、2017年度
に実施した大学シンポジウムの発表論文集やRTGCの利用申請書様式も掲載していますので、ぜひ
ご覧ください。

陸前高田グローバルキャンパス関連冊子等
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新　聞　記　事

　2018年 5 月15日

  東海新報

３面
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2018年 7 月19日

  河北新報

　６面
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2018年 8 月 2 日

  東海新報

　３面
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　2018年 9 月 1 日

  東海新報

７面
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2018年 9 月 11日

  東海新報

　５面
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2018年 9 月12日

  東海新報

　２面
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2018年 9 月18日

  東海新報

　２面
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2018年11月 6 日

  東海新報

　７面
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2018年11月14日

  東海新報

　２面
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　2018年12月25日

  東海新報

３面

33



　2019年 3 月20日

  岩手日報

22面

　2019年 3 月18日

  岩手日報

22面

陸前高田グローバルキャンパス2018年度報告書34



※この報告書は森林認証紙を使用しております。

陸前高田グローバルキャンパス
2018年度報告書

発行日　　2019年９月１日
発　行　　陸前高田グローバルキャンパス運営機構
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陸前高田グローバルキャンパス運営機構
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